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当社連結子会社(株)トランスジェニックにおける 

新規サービス「rasH2 マウスを用いた短期発がん性試験」受託開始 

及び「中期発がん性試験」受託拡張に関するお知らせ 

 

当社連結子会社の株式会社トランスジェニック（代表取締役社長：高島 浩二、東京都千代田区、以下、

「トランスジェニック」）は、このたび短期間（26週間）で発がん性評価が可能な「rasH2マウス※１を用い

た短期発がん性試験」の受託準備が整ったことを受け、本日より新規サービスとして受託を開始いたします。 

また、「中期発がん性試験」につきましても受託拡張いたしますので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

１．「rasH2マウスを用いた短期発がん性試験」の受託開始について 

トランスジェニックが受託を開始する「rasH2 マウスを用いた短期発がん性試験」（以下、「本試験」）

は、医薬品規制調和国際会議（ICH：International Council for Harmonisation of Technical Requirements 

for Pharmaceuticals for Human Use） S1B(R1)ガイドライン（以下、「ICHガイドライン」）に準拠した短期

間（26週間）での発がん性評価を可能とするもので、従来の長期がん原性試験※２（2年間）の代替法試験と

して注目されています。 

トランスジェニックは、本試験の受託開始に先立ち、rasH2 マウスの背景データの整備やデータ評価体制

の強化などを進め、国内外の製薬メーカー等からの要望に迅速に対応できる体制を整えました。 

当面は、ICH ガイドラインに則った標準的なプロトコールに基づき、医薬品候補化合物を対象とした評価

を実施してまいります。なお、今後は経口投与以外の投与ルートでの受託試験※３も展開予定です。 

トランスジェニックは、CRO 企業として医薬品、食品、食品添加物、農薬、飼料添加物、一般工業化学物

質等の化学物質の安全性試験のデータを提供、遺伝子改変マウス作製受託、遺伝子改変マウスを用いた安全

性試験受託を展開し、当社グループの創薬支援事業の中核を担っております。 

本試験は、既に提供している「mutaマウス※４を用いた TGR試験」や「中期発がん性試験」と共に高い技術

力に基づく高付加価値の受託サービスとして発がん性関連領域の研究に貢献するとともに、バイオインフォ

マティクスを活用して、「がん原性評価における重み付け（WoE：Weight of Evidence）」※５を行っていくこ

とが期待されています。これにより、お客様の新たな新薬開発に寄与できるものと考えております。 

 

 ２．「中期発がん性試験」受託拡張について 

2024年より受託を開始しました「中期皮膚発がん性試験」に加え「ラットを用いた中期大腸発がん性試験」

の背景データが整い、受託を開始いたしました。今後、マウスを用いたモデルについても背景データ取得試

験を先行させ、早期にサービスを提供開始予定です。さらに、トランスジェニックの強みである遺伝子改変

動物を用いた「短・中期発がん性試験」の実施も展開予定で、発がん性試験領域において他社にはない強み

のある信頼されるパートナーとなることを目指しております。 

 

当社グループは、今後も創薬支援企業として、競争力のある技術の導入、開発を積極的に進めてまいり

ます。 

 

  



◆ご参考：  ※１ rasH2マウス 

          rasH2マウスは、人由来のがん関連遺伝子である HRAS（c-Ha-ras）を組み込んだト

ランスジェニックマウスです。発がん性の有無を評価可能で、医薬品や化学物質の

発がん性試験に広く使われています。 

 

※２ がん原性試験 

   がん原性試験は、化学物質や製品が発がん性を持つ可能性があるかどうかを評価 

するための試験です。 

 

※３ 研究成果について「2025年 7月開催の第 52回日本毒性学会学術年会」において 

発表予定です。 

演題：『経皮投与による DMBAの Tg-rasH2マウス 26週間発がん性試験』 

 

※４ Mutaマウス 

   Mutaマウスは 1989年にオランダ TNO研究所で開発され、動物一個体の全細胞に組み

込まれた標的遺伝子（レポーター遺伝子）上の変異を検出することで、多臓器にわ

たる遺伝子傷害性を評価することが可能となりました。遺伝子突然変異試験の in 

vivo系として利用されています。 

 

※５ がん原性評価における重み付け（WoE：Weight of Evidence） 

   WoEは、がん原性評価において長期のラット試験だけに依存せず、複数の根拠（遺伝

毒性試験、構造活性相関、毒性試験のデータ、薬理作用のメカニズム、バイオイン

フォマティクス等）を統合して判断するアプローチとして、ICH S1B(R1)ガイドライ

ンにおいて提唱されました。これにより不要な動物実験の削減や、医薬品の迅速な

開発・評価が可能になります。 

 

 

以上 


